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「光は闇の中に輝く」

(ヨハネ1:1-18）

挽地茂男
2018.12.9. 日本基督教団千歳丘教会

クリスマスが近づくと、街の中は

イルミネーションで、光の街となり

ます。しかも、街と街の間でイル

ミネーションの豪華さを競い合って

いる観があります。ある旅行雑誌

(「るるぶ」)に全国の人気イルミ

ネーション・ランキングというのが

載っておりまして、ベストテンの内

の２つが東京でありまして〔東京

ドイツ村というのが１０位にランキン

グされていますが、これは千葉県。

東京ディズニーランド、という場合

と同じ〕、しかも１位と２位なんで

す。さすがに東京です。〔地方に比

べて人口が多いですから当然かも

しれません。〕１位は、丸の内イ

ルミネーション2018（東京都／千

代田区）で、２位はミッドタウン

・クリスマス 2018（東京都／港

区）です。１位の「丸の内イルミ

ネーション2018」は、丸の内エリ

アの冬の風物詩として街を彩る毎

年恒例のイベントです。ブランド

ショップが並ぶ約１.２kmの丸の

内仲通りを中心に、200本を超え

る街路樹が、LED約100万球を使っ

た丸の内オリジナルカラー「シャ

ンパンゴールド」で彩られます。

まるで日本の平和と豊かさを象徴

しているかの様です。生前(1982,

82,84年)に来日したマザーテレサ

(Mother Teresa, 1 910年8月26日- 1

997年9月5日)はこういう言葉を残

しています。「日本に来て繁栄ぶ

りに驚きました。物質的に本当に

豊かな国です。しかし町を歩いて

気づきましたが、日本人の多くは

弱い人、貧しい人に無関心です。

／物質的に貧しい人は他の貧しい

人を助けます。精神的に大変豊か
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な人たちです。物質的に豊かな人

の多くは他人に無関心です。精神

的に貧しい人たちです。／愛の反

対は憎しみと思うかもしれません

が、本当は無関心。憎む対象にす

らならない無関心なのです。」〔ち

なみに大規模なイルミネーション

はまだ行われていませんし、それ

にかかる電気代はそれほど高額で

はありません｡｢丸の内イルミネー

ション」の場合､１日６時間点灯

で9,720円(2015年)ですから、LED

の節電効果は絶大です。〕

男子の会の例会では箴言を学ん

でいますが、時々マザーテレサの

言葉を紹介します。こんな言葉で

す。「思い(/思考 your thoughts)
に気をつけなさい、それはいつか

言葉になるから。言葉に気をつけ

なさい、それはいつか行動になる

から。行動に気をつけなさい、そ

れはいつか習慣になるから。習慣

に気をつけなさい、それはいつか

性格になるから。性格に気をつけ

なさい、それはい

つか運命になるか

ら。」思いは究極

的には運命につな

がります。

それはさておき、

わたしたちは先週

から、ヨハネによ

る福音書の冒頭に記された「ロゴ

ス賛歌｣(1:1-18)を学び始めまし

た。「初めに言があった。」これを

「ハジマリニ カシコイモノゴザ

ル」と翻訳したのは、現存する最

古の日本語聖書として知られるギ

ュツラフ訳の「ヨハネによる福音

書」でした。そこでは「言」「ロ

ゴス」が「カシコイモノ」と翻訳

されています｡(｢カシコイモノ」と

は知恵と理解してもよいでしょう｡)

また気仙語訳のヨハネ福音書で

は「初(はす)めに在ったのァ神様の

思いだった」と訳して、「言」「ロ

ゴス」を「思い」と翻訳していま

す。旧約文書の「箴言」や「知恵

の書」を参照すると、「言」がす

べてを創り、「知恵」が世界と人間

の創造に参与します。少し無理を

承知でのマザーテレサの言葉にか

ぶせると、世界や人間や時間(歴

史) がまだ存在しない「初め」に、
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神の知恵を内に秘めた神の思い

が、神の言として発動し、世界を

創る創造行為へと行動を起こして

いったのです。そして神の思いは、

長い歴史を通過して一つの重大な

運命にたどり着きます〔後述〕。

先週は「賛歌１」(v.1-5)の途

中まで学びました。「賛歌１」で

最も重要なテーマは、神の「言に

よる創造」のテーマです。神は「初

め」に、「言」によって世界を創造

されました。

神が「言」

を発すると、

そ の よ う に

世 界 が 成

る。神が「光よ。あれ」と言われ

ると、光があった。神さまの言葉

の通りに、光が創造される。「あ

れと言われると…あった。」聖書

の創造物語の重要な「言による創

造」のテーマです。このテーマが

ヨハネによる福音書１章３節で再

確認されます。「万物は言によっ

て成った。成ったもので、言によら

ずに成ったものは何一つなかっ

た」。３節で「言による創造」と

いう創世記のテーマを再確認し

それを重要なテーマとして引き

継ぐと、次に新しく、「命」と「光」

のテーマが加わります。今日はこ

れらのテーマが主役です。４節。

1:4 言の内に命があった。命は人

間を照らす光であった。（ 1:4 ejn

aujtw'/ zwh; h\n, kai; hJ zwh; h\n to; fw'"

tw'n ajnqrwvpwn: ）４節の表現では、

言と命と光がリレーをするように

緊密に結びついています。

聖書では命を表すのにいくつか

の言がありますかが、そのうちに

二つをご紹介します。それは永眠

者記念礼拝の時にもよくお話しす

るのですが、「ゾーエー」と呼ば

れる命と、「ビオス」と呼ばれる命

です。「ビオス」とはバイオロジー

（生物学）とかバイオテクノロジー

（生化学）で使われる「生物学的

・自然的生命」肉体の命のことで

す。もう一方の「ゾーエー」は人

格的な生命のことです。

zwhv（ゾーエー＝人格的生命）

bivo"（ビオス＝自然的生命）

人間は、体は生物として生きて

いても、心は人格として死んでい

るということがあるのです。「生け

る屍」という言葉がありますが、「生

きながら死んでいる」状態という

ものはあるのです。アウグスティヌ
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スは『告白』のなかでこう書いて

います。「まことに、主よ、私はた

だこれだけのこと

をいいたい。自分

はどこからこの世

にやってきたのか

知らないのです。

それは『死せる生に』というべき

か、『生ける死に』というべきか、

これも知りません」（アウグスティ

ヌス『告白』1.6.7）神を知らなか

ったとき、アウグスティヌスは、自

分がどこからやってきて、何のた

めに生きているのか分からない。

そして生きている意味もなく生きて

いるのは「死せる生」と言ってい

いのか、「生ける死」と言うべきか

それも分からない、と語るのです。

ハイデガーという哲学者はこのよう

な人間存在を「投げ

出された存在」と呼

んだのです。何のた

めにこの世界に生き

ているのか分からな

い。気づいたらわた

しでした。こんな顔で、こんな体

つきで、こんな性格で、こんな時

代に、こんな人々の間で生きてい

た。気づいたら生きていた。どこ

から何のためにやって来たのかわ

からない。こんなわたしに「人生

の目的」など聞いても無駄と言う

しかないのです。

聞いても無駄、「人生の目的」

などわからない、という答えは、

多くの知識人の答えでもあります。

夏目漱石はこう言いました。「私は

この世に生れた以上何かしなけれ

ばならん、といって何をして好い

か少しも見当が付かない」（『私の

個人主義』）。芥川龍之介は自殺直

前の自伝的小説の中で、長男の誕

生をこう語ります。「なんのため

にこいつも生まれて来たのだろ

う？この娑婆苦の充ち満ちた世界

へ」（『或阿呆の一生』）。太宰治

も「生まれて来てよかったと、あ

あ、いのちを、人間を、世の中を、

よろこんでみとうございます。（中

略） 僕は自分がなぜ生きていな

ければならないのか、それが全然

わからないのです」（『斜陽』）。

武者小路実篤だってそうです。「人

間は何の目的で生まれたのか。ま

た何か目的があって自然は人間を

生まれるようにしたのか。僕には

それはわからない」（『人生論』）。

チェーホフはこう語ります。「自

分の生存の意義や目的を知ろうと

したって、なんにも教えられはし
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ません。」五木寛之は、もっとは

っきりと言い切ります。「人生に

目的はあるのか。私は、ないと思

う。何十年も考えつ

づけてきた末に、そ

う 思 う よ う に な っ

た。」『人生の目的』

という彼の著作の中

の言葉です。もうそ

ろそろよしたいと思いますが、あ

とウ(ヴ)ィトゲンシュタインとフ

ロイトとだけ挙げておきます。ウ

ィトゲンシュタインは「たとえ可

能な科学の問いがすべて答えられ

たとしても、生の問題は依然とし

てまったく手つかずのまま残され

るだろう」（『論理哲学論考』）と

語ります。フロイトも「これまで

に何度となく、人生の目的は何か

という問いが問わ

れてきたが、まだ

満足できる回答を

示 し た 人 は い な

い」と語って、「人

生の目的は何かと

いう問いに答えることができるの

は、宗教だけなのである」（『幻想

の未来／文化への不満』）と語り

ます。

さてヨハネ福音書はこう語りま

す。「言の内に命(ゾーエー)があ

った。命は人間を照らす光であっ

た」(v.4)。肉体の命(生物学的・

自然的生命)は他の被造物とかわ

らないでしょう――「言によって成

った」のです。しかし人格的な命

(ゾーエー)が「言の内にあった」

と言われるとき、「命」の意味や

目的は言にかかっています。「言」

は 理 をふくみます。その「言」
ことわり

のしめす｢命｣の理が､人間の生き
ことわり

方を指し示す「光」なのです。「言

の内に命が」あり｢命は人間を照

らす光」となるのです。ヨハネに

よる福音書８章１２節で主イエス

はこう言われます｡｢わたしは世の

光である。わたしに従う者は暗闇

の中を歩かず､命の光を持つ｡｣

「光」は世の光である主イエスに

従うことによって経験する｢命｣

(ゾーエー)から輝き出るのです。

先ほどのアウグスティヌスはこう

言いました。「あなたは私たちを、

ご自身にむけてお造りになりまし

た。ですから私たちの心は、あな

たのうちに憩うまで、安らぎを得る

ことができないのです」（『告白』

1.1.1）。神の言は今も沈黙してい

ません。言葉は伝達の道具です。

神の言は、わたしたちの心に語り
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かけ、神の思いを告げ、わたした

ちを招いているのです。わたした

ちには憩うべきところ、帰るべきと

ころがあるのです。

しかし５節。「光は暗闇の中で

輝いている。暗闇は光を理解しな

かった」と言われています。光と

暗闇の対立のテー

マです。ここでは光

と暗闇が同時に存

在していることに注

意が必要です。普

通は暗い部屋の灯

りを点ければ、部

屋全体が明るくなって、暗闇が追

い払われます。ここでは、光と暗

闇の二分法、光と暗闇の対立が一

つのテーマになっているのです。

すなわちこの光と暗闇の二分法は、

同時に、命と[命の反対の]死の対

立、命と死の二分法でもあるので

す。それは言に命があり、命が人

の光だと言われているからです。

｢理解しなかった」（ouj katevlaben）

という言葉は、口語訳では「勝た

なかった」、新改訳では「打ち勝

たなかった」と訳されています。「暗

闇は光に勝たなかった（打ち勝た

なかった）」と訳されます。光と暗

闇の対立のテーマをより強調した、

光と暗闇の闘争のテーマになって

い ま す 。 も と も と こ の 言 葉

（kata-lambavnw）は「支配」を意

味する〈カタ〉(kata) という接頭

辞と、「つかむ」という意味を持つ

動詞（lambavnw）の合成語なので

す。「逃がさないように捕まえる」

というのが基本的な意味なのです。

それを知的な文脈で使えば、「意

味を逃がさないでつかむ」「把握

する」「理解する」という訳が出て

きます。また「自分の支配の下に

捕らえる」というニュアンスを強調

すれば、「勝つ」とか「打ち勝つ」

という訳が出てきます。

このヨハネの文脈では､光と暗闇

の対立は､生命と死の対立なので

す。その意味では、「光」のことを

理解できない「暗闇」が、横でボ

ケッと立っているというニュアンス

ではないのです。暗闇が光を、つ

かみ､呑み込もうとしているが、い

くらそうしても自分の支配下には押

さえ込むことができないというニュ

アンスなのです｡｢光は暗闇の中で

輝いている｣とは､そのような対立と

緊張を内に含む表現なのです。

光をもたないものは、命を持っ

ていません。と同時に、彼は言も

もっていないのです。言と命と光
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はリレーするように、互いに連鎖し

ているのです。光と暗闇の二分法

は命と死の二分法であり、言をも

つものともたないものの二分法と

なるのです。そして、言をもたな

いものは、神をもたないのです。

結局、光と暗闇の二分法は、神を

信じる者と信じない者の二分法を

象徴しているのです。

先ほどご紹介したマザーテレサ

の言葉は､思いが究極的には「運

命」にまでつながるという連鎖を

指していました。「初め」にあった

神の「思い」は「知恵」と「言」

とともに世界を創る創造行為へと

行動を起こしました。しかし神の行

動は、世界を創り出すこと(創造)

で終わりませんでした。一つの運

命につながっていくのです――唐

突ですが、それは神が愛だったか

からです。聖書によれば、天地創

造の後に、わたしたち人間の側に

問題が生じました(堕罪)。そのた

めに長い歴史の果てに、ついには、

この「言は(が)肉となって、わた

したちの間に宿られ」(v.14)ると

いう展開が必要となるのです。こ

の展開をヨハネはいろいろに表現

しますが、このようにも表現しま

す。「3:16 神は、その独り子をお

与えになったほどに、世を愛され

た。独り子を信じる者が一人も滅

びないで、永遠の命を得るためで

ある」(3:16)。「言が肉となる」

が「独り子をお与えになる」と表

現され、神の主体的な「思い」が

より鮮明になります。「愛」がそ

の「思い」です。「愛」を動機に

して、人間が「命」を得るために、

神は行動を起こしたのです。先週

読みましたヘブライ人への手紙を

もう一度見ておきましょう。１章

１－３節。

1:1 神は、かつて預言者たちによ

って、多くのかたちで、また多く

のしかたで先祖に語られたが、1:

2 この終わりの時代には、御子に

よってわたしたちに語られまし

た。神は、この御子を万物の相続

者と定め、また、御子によって世

界を創造されました。1:3 御子は、

神の栄光の反映であり、神の本質

の完全な現れであって、万物を御
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自分の力ある言葉によって支えて

おられますが、人々の罪を清めら

れた(=十字架の)後、天の高い所

におられる大いなる方の右の座に

お着きになりました。

さりげなく「人々の罪を清められ

た後」と書かれていますが、これ

は十字架を指しています。人間の

救い(の問題)がこれを必要とした

からです。そのために神の思いと

知恵は、キ

リストの運

命をよしと

し た の で

す。神は人

間を救うた

めに生き抜かれたキリストの生涯

が、犠牲として十字架に献げられ

ていく、というその運命をよしと

されたのです。この「キリストの

運命」は、逆に、「キリストの運

命」をそのような運命にしてしま

った人間の愚かさ、人間の罪深さ

を照らし出します。十字架、しか

しこれこそが、神の知恵であった、

とパウロは語ります。そしてキリ

ストの十字架が、神の深い「思い」

のうちに隠されてあった、とパウ

ロは語ります。コリントの信徒へ

の手紙一２章６－９節

2:6 しかし、わたしたちは、信仰

に成熟した人たちの間では知恵を

語ります。それはこの世の知恵で

はなく、また、この世の滅びゆく

支配者たちの知恵でもありませ

ん。2:7 わたしたちが語るのは、

隠されていた、神秘としての神の

知恵であり、神がわたしたちに栄

光を与えるために、世界の始まる

前から定めておられたものです。

2:8 この世の支配者たちはだれ一

人、この知恵を理解しませんでし

た。もし理解していたら、栄光の

主を十字架につけはしなかったで

しょう。2:9 しかし、このことは、

／「目が見もせず、耳が聞きもせ

ず、／人の心に思い浮かびもしな

かったことを、／神は御自分を愛

する者たちに準備された」と書い

てあるとおりです。

同じく、コリントの信徒への手紙

一１章１８－２１節。

1:18 十字架の言葉は、滅んでい

く者にとっては愚

かなものですが、

わたしたち救われ

る者には神の力で

す。1:19 それは、

こう書いてあるか

らです。「わたし



- 9 -

は知恵ある者の知恵を滅ぼし、／

賢い者の賢さを意味のないものに

する。」1:20 知恵のある人はどこ

にいる。学者はどこにいる。この

世の論客はどこにいる。神は世の

知恵を愚かなものにされたではな

いか。1:21 世は自分の知恵で神

を知ることができませんでした。

それは神の知恵にかなっていま

す。そこで神は、宣教という愚か

な手段によって信じる者を救おう

と、お考えになったのです。

人は、神の言によって創られた自

然や被造物に書き込まれている小

文字の言葉 verbum を通して、大

文字の言葉 Verbum である神を知

る(アウグスティヌス)ことができ

ませんでした。神の言が人となっ

たのは、つまりキリストがこの世

界に誕生したのは、人間が、その

知恵によって、神を知ることがで

きなかったからです。つまり人間

の知恵が――真実を知る能力を持

たない――要するに愚かだったの

です。この人間の知恵は、キリス

トを伝える「宣教」を「愚か」な

行為と見なされざるを得ないので

す。宣教とは、当時の知者たちの

最終結論として下された犯罪者と

しての愚かなキリストの生涯を、

後生大事に伝えることだからで

す。しかしこの世の計算では愚か

にしか見えないキリストの生涯は

｢宣教という愚かな手段｣を通し

て､この世の知恵の愚かさを暴き

つつ､その暗闇を背景に､神の知恵

として、世の光として輝くのです。

マザーテレサの死後、彼女の私

的な手紙を集め

た『来て、わたし

の 光 に な り な さ

い』（マザーテレ

サ[著],ブライア

ン･コロディエチ

ュック [編集],

里見貞代[翻訳],

女子パウロ会, 2014年.原著 Mother
Teresa, Brian Kolodiejchuk, Mother
Teresa: Come Be My Light: The
revealing private writings of the Nobel
Peace Prize winner; Rider, 2008/8/7.)
という本が出版されました。彼女

の手紙には、彼女が抱えた心の「暗

闇」についての言及が多く見られ

ます。例えば「この恐ろしい喪失

感、未知の暗闇、神に対する絶え

間ない欲求などがわたくしの心の

奥深くに痛みを与えています」(邦

訳P.12)。聖人マザーテレサの心

に「暗闇」が、というのでマザー
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批判のネタ本にされる本です。マ

ザーテレサはカトリックの修道女と

して、「神の愛の宣教会」を立ち

上げてからも、他の聖職者と同じ

ように、数人の霊的指導者の下で

指導を受けています。聖職者は日

々の黙想や懺悔、あるいはリトリー

ト（長期の黙想期間）を通して、

霊的な訓練を繰り返します。今ご

紹介しましたマザーの言葉は、そ

のような黙想の中で、神とまた自

分自身と向き合う中から出てきた

言葉です。またこのようにも書いて

います。「シスターたちを指導する

時、わたくしは時々強い声で激し

い語調でした。人々に対しても数

回かんしゃくを起こしました」(邦

訳P.274)。このような懺悔の言葉

も、マザーをどうしても批判した

い人たちには「聖人のイメージか

らは想像もできな

いヒステリックな

姿を、マザーテレ

サ本人が自ら明か

して、ざんげして

いるのです」とな

るのです。批判者

は「さらに、修道女であるはずの

彼女は驚くべき事も書いていた」

と続けて、マザーの言葉を引用し

ます｡｢わたくしが感じるのは、神

がわたくしを望まれないことで

す｡神は不在です｡……神はわたく

しを望まれない」(邦訳p.12-13)。

マザーの批判者は、これが「常に

『聖人』を演じ続けてきたマザー

・テレサの本当の顔である」とか、

これは「信仰の放棄ともとれる」

と評します。神と向き合うこと、

自分と向き合うことを真剣に行わ

ない人には、これらの懺悔の言葉

の深みが分かりようもないので

す。自らの心の闇、神の不在の感

覚に、声にならない叫びを上げず

にはいられなかった彼女は、つい

に黙想の中で主イエスの声を聞く

のです「来て、わたしの光になり

なさい。」暗闇を通過して黙想と

懺悔から立ち上がった彼女は、こ

う語ります。「わたくしの決心。

第１は主イエスに従うこと。その

謙虚さにおいてもっと近づくこと

ができるように。修道女たちには、

優しく、きわめて優しく、しかし

従順においては毅然として。貧し

い人たちに対しては、寛大で配慮

深く。病いの人たちに対しては、

優しさを極めること。そして第２

の決心は、神に微笑みかけること」

(Kindle版 p.166、挽地訳)。
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マザーテレサの葬儀の際にカル

カッタの人々が掲げた無数の旗の

一本にこう書いてあったそうで

す｡｢マザー､あなたはこの暗闇の

世界の光の源でした｡｣人が神の前

に生きようとするとき､自らの心

の闇､人生の闇に直面することに

なります｡しかしそこを通して、

光は暗闇の中に輝き始めるので

す。

冒頭に申しましたように、クリス

マスが近づくと、街の中はイルミ

ネーションで、光の街となります。

そもそも、普段から夜は明るくなり、

闇は蔭が薄くなってしまいました。

しかし、その光はしょせん人工の

光に過ぎず、朝日とともに、その

光はみすぼらしいものになってしま

います。わたしたちは今、現代を

おおっている暗闇を、またわたし

たちの心の暗闇を、人工的な光で

ごまかすのではなく、しっかりと見

据えたいと思います。そのことによ

って、ほんとうの光の輝きを実感

できるのです。

最後に、エフェソの信徒への手

紙５章８節を読んで終わりましょ

う。

5:8 あなたがたは、以前には暗闇

でしたが、今は主に結ばれて、光

となっています。光の子として歩

みなさい。

祈りましょう。

2018.12.9. 日本基督教団千歳丘教会
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1:1 初めに言があった。言は神と

共にあった。言は神であった。

1:2 この言は、初めに神と共にあ

った。

1:3 万物は言によって成った。成っ

たもので、言によらずに成ったもの

は何一つなかった。

1:4 言の内に命があった。命は人

間を照らす光であった。

1:5 光は暗闇の中で輝いている。

暗闇は光を理解しなかった。

1:6 神から遣わされた一人の人が

いた。その名はヨハネである。

1:7 彼は証しをするために来た。

光について証しをするため、また、

すべての人が彼によって信じるよう

になるためである。

1:8 彼は光ではなく、光について

証しをするために来た。

1:9 その光は、まことの光で、世

に来てすべての人を照らすのであ

る。

1:10 言は世にあった。世は言によ

って成ったが、世は言を認めなか

った。

1:11 言は、自分の民のところへ来

たが、民は受け入れなかった。

1:12 しかし、言は、自分を受け入

れた人、その名を信じる人々には

神の子となる資格を与えた。

1:13 この人々は、血によってでは

なく、肉の欲によってではなく、人

の欲によってでもなく、神によって

生まれたのである。

1:14 言は肉となって、わたしたち

の間に宿られた。わたしたちはそ

の栄光を見た。それは父の独り子

としての栄光であって、恵みと真

理とに満ちていた。

1:15 ヨハネは、この方について証

しをし、声を張り上げて言った。

「『わたしの後から来られる方は、

わたしより優れている。わたしより

も先におられたからである』とわ

たしが言ったのは、この方のこと

である。」

1:16 わたしたちは皆、この方の満

ちあふれる豊かさの中から、恵み

の上に、更に恵みを受けた。

1:17 律法はモーセを通して与えら

れたが、恵みと真理はイエス・キ

リストを通して現れたからである。

1:18 いまだかつて、神を見た者は

いない。父のふところにいる独り子

である神、この方が神を示された

のである。

1:1 !En ajrch'/ h\n oJ lovgo", kai; oJ lovgo"

h\n pro;" to;n qeovn, kai; qeo;" h\n oJ

lovgo".

1:2 ou|to" h\n ejn ajrch'/ pro;" to;n qeovn.
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1:3 pavnta di! aujtou' ejgevneto, kai;

cwri;" aujtou' ejgevneto oujde; e{n. o}

gevgonen

1:4 ejn aujtw'/ zwh; h\n, kai; hJ zwh; h\n to;

fw'" tw'n ajnqrwvpwn:

1:5 kai; to; fw'" ejn th'/ skotiva/ faivnei,

kai; hJ skotiva aujto; ouj katevlaben.

1 : 6 ! E g e v n e t o a [ n q r w p o "

ajpestalmevno" para; qeou', o[noma

aujtw'/ !Iwavnnh":

1:7 ou|to" h\lqen eij" marturivan, i{na

marturhvsh/ peri; tou' fwtov", i{na

pavnte" pisteuvswsin di! aujtou'.

1:8 oujk h\n ejkei'no" to; fw'", ajll! i{na

marturhvsh/ peri; tou' fwtov".

1:9 !'Hn to; fw'" to; ajlhqinovn, o}

fwtivzei pavnta a[nqrwpon, ejrcovmenon

eij" to;n kovsmon.

1:10 ejn tw'/ kovsmw/ h\n, kai; oJ kovsmo"

di! aujtou' ejgevneto, kai; oJ kovsmo"

aujto;n oujk e[gnw.

1:11 eij" ta; i[dia h\lqen, kai; oiJ i[dioi

aujto;n ouj parevlabon.

1:12 o{soi de; e[labon aujtovn, e[dwken

aujtoi'" ejxousivan tevkna qeou' genevsqai,

toi'" pisteuvousin eij" to; o[noma aujtou',

1:13 oi} oujk ejx aiJmavtwn oujde; ejk

qelhvmato" sarko;" oujde; ejk qelhvmato"

ajndro;" ajll! ejk qeou' ejgennhvqhsan.

1:14 Kai; oJ lovgo" sa;rx ejgevneto kai;

ejskhvnwsen ejn hJmi'n, kai; ejqeasavmeqa

th ; n do v xan au jtou ' , do v xan w J"

monogenou'" para; patrov", plhvrh"

cavrito" kai; ajlhqeiva".

1:15 !Iwavnnh" marturei' peri; aujtou'

kai; kevkragen levgwn, Ou|to" h\n o}n

ei\pon, @O ojpivsw mou ejrcovmeno"

e[mprosqevn mou gevgonen,

o{ti prw'tov" mou h\n.

1:16 o{ti ejk tou' plhrwvmato" aujtou'

hJmei'" pavnte" ejlavbomen kai; cavrin

ajnti; cavrito":

1:17 o{ti oJ novmo" dia; Mwu>sevw" ejdovqh,

hJ cavri" kai; hJ ajlhvqeia dia; !Ihsou'

Cristou' ejgevneto.

1:18 qeo;n oujdei;" eJwvraken pwvpote:

monogenh;" qeo;" oJ w]n eij" to;n kovlpon

tou' patro;" ejkei'no" ejxhghvsato.


